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「明日の日本を支える観光ビジョン」においては，政府目標として 2020 年までに訪日外国人旅行者数

を現在のほぼ 2 倍にあたる 4000 万人 とすることが掲げられている．しかしながら，現状においても，一

部の地域・季節においては観光関係のインフラ（交通施設，宿泊施設，文化施設等）のサービス需給が逼

迫しているところである． 
一方で，我が国の可照時間（日出から日没までの時間）に関しては，標準時刻が国土の西寄りに設定さ

れていることから，比較的観光に適する「明るい時間帯」が午前中に偏っているという傾向がある． 
このような現状を踏まえ，本研究では，観光需要の平準化の観点から観光行動の朝型移行について検討

する．具体的には，標準時刻の設定が可照時間等に及ぼす影響を各観光立国間で空間分析し，可照時間や

観光施設（寺社，仏閣，博物館，スポーツ施設等）の開館時刻，交通機関の営業時間等の観点から我が国

の観光分野における国際競争力について考察することにより，観光インフラの課題を抽出する．その上で，

既存の観光インフラを有効に活用するための施策（施設の早朝営業）等について提言した． 

 

     Key Words: tourist behavior,  possible sunshine duration, early-morning hours,leveling of tourism de-
mand 

 

 

1. はじめに 

 

近年の訪日外国人旅行者数の急増により，我が国の観

光産業は成長産業として大きく期待されている．政府目

標としても「明日の日本を支える観光ビジョン」におい

て，2020年までの訪日外国人旅行者数を現在のほぼ 2倍

にあたる 4000万人と設定している 1)． 

しかしながら，観光産業のうちとりわけインバウンド

ビジネスに関しては，旅行者数が諸外国の景気動向や出

入国政策等に大きく左右される事例もあり，安定的，恒

常的な需要を過度に期待し，インフラ・施設・設備への

投資を積極的に行うことはリスクを伴う場合もある． 

こうした中，我が国の人口減少下においてインフラ・

設備等への投資性向が弱くなりやすい現状も考慮すれば，

観光産業を支える宿泊施設や交通網等に関しても，既存

のストックを有効に活用し，新たな投資を極力抑える工

夫が必要となるものと考えらる． 

観光産業は製造業と異なり，サービスを在庫として扱

うことが困難であるため，需要を確実に取り込むために

は，①単位時間あたりの需要の最大値に対応する供給側

のインフラ・設備等を確保する，②需要を時間的にコン

トロールできる場合には時間分散を図るのいずれかとな

る．①については先述の通り，容易な対応方法ではない

ため，まず，既存インフラを最大限活用する方策を検討

することが先決であると考えられる．②については，㋐

通年の中で季節変動をコントロールする方法，㋑1 週間

の中で曜日変動をコントロールする方法，㋒1 日の中で

時間変動をコントロールする方法が考えられる．本論文

は，先の㋐～㋒の需要変動コントロール方策のうち，受

入れ側，訪日後の来訪者の意思決定においても効果が期

待できる㋒の時間変動コントロールの手法に着目した．

具体的には，我が国における標準時刻子午線の設定によ
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り東日本を中心として早朝時間帯が明るいという特徴を

活用した観光の朝型シフトによる観光需要の平準化につ

いて検討を行った．その際に，各国の標準時刻の設定状

況や観光に関連するインフラ・施設等の稼働時刻等につ

いて比較し，我が国の観光産業の国際競争力についての

考察をあわせて行った． 

 

 

2. 既往研究等のレビュー及び本研究の位置づけ 

 

 特に，1 日の活動可能時間を長くするという観点から

は，都市生活者の視点から深夜時間帯へのサービス延長

に関する研究が多くなされている．例えば，大森は夜間

活動を拡大するにあたっての制約条件を整理し，深夜に

おけるサービス提供の留意点や意義についてまとめてい

る 2)． 

また，早朝におけるサービス提供の観点からは，京の

朝ツーリズム研究会が，観光閑散期における宿泊客を増

加させるために，京都市内の朝型観光の推進を提唱して

いる 3)． 

他方で，標準時そのものを前倒し，社会全体が「明る

い時間帯」に活動することを提言しているものもある．

例えば，村越はサマータイム導入効果を省エネルギーと

ライフスタイルの観点から評価し，サマータイム導入の

必要性を訴えている 4)．また，地球環境と夏時間を考え

る国民会議では，サマータイム導入にあたっての論点を

㋐労働への影響，㋑ライフスタイルへの影響，㋒省エ

ネ・地球環境への影響，㋓コスト負担の観点から整理し，

課題を抽出した上で，サマータイム導入の手順について

言及している 5)． 

このように，1 日の活動可能時間を増加させる研究や

明るい時間帯を活用することによる省エネルギー効果等

の実効性についての研究は報告されているが，活動可能

時間を長くとることで観光需要を平準化し，観光地の混

雑を緩和するという観点の報告はされていない．そこで，

本論文では以下の通り検討を行うこととした． 

まず、第3章において，観光関連業界に対する「来訪

者数平準化への関心」に関するアンケート調査の結果を

紹介し，今後，急増することが予想される観光客への準

備状況について考察する． 

第4章においては，我が国における生活時間が定時法

に大きく影響されている現状について，パーソントリッ

プ調査結果等を用いて分析し，早朝の明るい時間帯が有

効に活用されていない現状について説明する． 

第 5 章においては，標準時刻と国土の空間的広がり

（定時法に基づく正午と太陽の真南子午線通過時刻のず

れ）の各国比較を行い，我が国の日出時刻が早いことに

ついて説明する． 

第6章においては，各国における観光施設等の営業時

間と可照時間の比較を行い，スケジューリングのしやす

さの観点から各国の観光の国際競争力について分析する． 

第 7章においては，第 6章までの分析を踏まえ，早朝

観光の意義と早朝観光を推進する上での課題と対応につ

いて検討する． 

 

 

3.  観光関連業界の来訪者数平準化に関する意識 

 

(1) アンケート調査の概要 

観光需要は，季節，曜日，時間帯等の違いによる変動

が大きい一方で，サービスの供給を在庫として扱うこと

が，製造業とは異なり困難である．サービスを供給する

側からすれば，施設や設備を有効に活用する観点から，

需要量は平準化されている方が望ましい．観光関係のサ

ービスを提供する事業者が，観光需要に対して需要の平

準化にどの程度関心があり，また，どのような問題認識

があるかについて確認するために，以下のとおりアンケ

ート調査を実施した． 

アンケートは平成 29 年 2 月に実施し，宿泊業者，交

通関連事業者，小売業者，レジャー施設業者等 44 者に

配布した．アンケートの項目は以下の通りである． 

[Q1]来訪者数の平準化の希望はあるか． 

[Q2]来訪者数がどのように偏っているか，どのように

平準化したいか．（[Q1]において「ある」と回答し

た回答者のみが対象．） 

[Q3]来訪者数を平準化しなくても良い理由は何か．

（[Q1]において「ない」と回答した回答者のみが対象．） 

[Q4] 来訪者数を平準化する工夫をしているか． 

[Q5]来訪者数を平準化するためにどのような工夫をし

ているか．（[Q4]において「している」と回答した

回答者のみが対象．） 

[Q6]来訪者数の平準化に有効であると考えられる手段

は何か． 

 

(2) アンケート調査の実施結果 

 調査票を配布した 44 者のうち，23 者から回答があり，

属性の回答者数は以下の通りとなった． 

 

表-1 アンケート回答者の業種 

 

 

業種 回答数
宿泊業 5
旅⾏代理店 5
輸送会社 6
⼩売店 2
観光施設 5
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 各アンケート項目に対するの回答状況は表-2～表-7の

通りである． 

 

表-2 [Q1]来訪者数の平準化の希望はあるか． 

 
 

表-3 [Q2] 来訪者数がどのように偏っているか，どのように平

準化したいか．（[Q1]にて「ある」と回答した回答者の

みが対象．） 

 

 

表-4 [Q3]来訪者数を平準化しなくても良い理由は何か．

（[Q1]にて「ない」と回答した回答者のみが対象．） 

 

表-5 [Q4]来訪者数を平準化する工夫をしているか． 

 

 

 

表-6 [Q5]来訪者数を平準化するためにどのような工夫をして

いるか．（[Q4]にて「している」と回答した回答者のみ

が対象．） 

 

 

表-7 [Q6]来訪者数の平準化に有効であると考えられる手段

は何か． 

 

 

(3) 考察 

 来訪者の平準化に対するニーズに関しては，表-2 に

示すとおり，1/3 程度の回答者のみが平準化を求めてい

る．多くの回答者が平準化を求めていない理由としては，

観光需要というものが本来的に変動があって然るべきと

いう認識やピーク時にさほど混雑が激しくないことなど

が挙げられている（表-4）．一方で，表-3に示すとおり，

平準化を求める回答者は，その理由として観光需要が季

回答数
ある 8

ない 13

無回答 2

回答内容
・リゾートは⼟⽇，夏休みが混んでおり，逆に都⼼部は平⽇が混み，夏休
みは空いているので，平準化したい．
・⽇本はGWを廃⽌して，いつでも20⽇間の有給休暇を取れるようにした
らよい．
・主要都市に偏っている観光客を郊外・地⽅等に分散したい．
・アジア中⼼の利⽤者に偏っている為，アジア以外の国の利⽤者が増える
ようにしたい．
（宿泊業）
・春と秋におけるピーク期を減らし，閑散期を増やしたい．
(旅⾏代理店)
・各出発国に時期による偏りがある．各出発国の繁忙期・閑散期カレン
ダーにより偏りを平準化したい．
・特定エリアへの集中している観光需要を他地域も含めた広域へと拡⼤し
たい．
（輸送会社）
・季節や平⽇/休⽇で偏りがあるので，年間を通じて平準化したい．
・⽇本⼈も含めると⼟⽇・休⽇に過度に⼈が集中する特徴がある．⼤型の
国際コンベンションで⼀度に増加する時期の需要を吸収しきれていない．
平⽇の観光客誘致で商業施設，ホテルで需要を取り込める体制を作り，⼀
度に増加した場合でも複数⽇の宿泊につなげる等で全体としての底上げも
図っていきたい．
（観光施設）

回答内容
・必要性を感じていないため．
・施設の地域性によって訪⽇客数の⼤⼩があるのは当然であり，偏りがあ
ることを問題と捉えていない．
（宿泊業）
・実態として誘客出来ていないため．
・店頭に訪⽇外国⼈が来訪することが少ないため．
(旅⾏代理店)
・訪⽇外国⼈については特に偏りなく，全体数からみて，⼤きな割合でも
ないため．
（輸送会社）
・免税カウンターの混雑緩和等は⾃助で改善できる範囲であり，来客数そ
のものを平準化するより，どのような場⾯でも対応できる体制を整えるこ
とが重要であるため．
・オープン当時から⽴地特性上，平⽇・週末で国内客・インバウンド問わ
ず、偏りが⾒られ，交通インフラ等の施設における組織オペレーションも
これに対応した体制を整えているため，⼤きな変化を加える必要がない。
（⼩売店）

回答数
している 7

していない 13

無回答 3

回答内容

・需要が低いときには価格を安くするなどの料⾦体系にしている．
・主要都市以外は料⾦を下げ、⼤型駐⾞場の提携を積極的に⾏っている．
（宿泊業）

・ピーク期をはずした⽅が価格が安いと誘導している．
(旅⾏代理店)
・商業施設での免税対応店舗の拡⼤など，訪⽇外国⼈対応を拡充してい
る．
（輸送会社）

・時期別にイベントを実施したり、割引チケットの販売したりしている．
（観光施設）

回答内容
・有給休暇を好きな時に取得できるようにすればよい．
・訪⽇外国⼈が需要の少ないところを埋めてくれる．
・Online Travel Agentを活⽤する．
（宿泊業）
・閑散期の利便性をアピールする．
・地⽅の魅⼒を発信することにより地域的に分散化する．
(旅⾏代理店)
・閑散期の魅⼒を発信する．
・外国⼈観光客の平⽇誘致．
・⾏政と⺠間が⼀体となった地域の魅⼒の情報発信．
（輸送会社）
・時間別販促策の実施
（⼩売店）
・⼊場料の繁閑による価格差をつける．
・⽇本⼈閑散期において訪⽇外国⼈を集客する．
（観光施設）
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節や曜日により大きく変動することを挙げている．平準

化に向けた取組についても，表-5～表-7に示すとおり，

3 割程度の回答者が行っているにとどまり，その内容も

閑散期の割引や訪日外国人の誘致が中心となっている．

観光関連事業者は，観光需要の変動が大きいことを現状

として受け入れ，需要をコントロールするよりは，多く

の場合，受動的に現状の需要量に対して対応している様

子がうかがえる．また，一日の中での需要量の変動を平

準化させるという取組を行っている回答は今回のアンケ

ートからは得られなかった． 

以上から，観光関連事業者の多くは現状の観光需要に

対しては，適切に対処していることが明らかになる反面，

政府が今後，訪日外国人旅行者数を倍増させる目標を掲

げていること，言い換えると，今後，短期間で観光需要

が急増する可能性があることに対して，具体的に対処す

る方法を十分に準備しているとはいえないものと考えら

れる．一部の地域においては，現状においても旅行者に

よる混雑が深刻になっている．こうした中で，新たな対

応方策を検討する余地は十分にあると考える． 

 

 

4.  我が国における平均的生活時間帯 

 

我が国においては1872年（明治5年）に定時法が導入

され，1886年（明治19年）に東経135度の子午線の時刻

を日本標準時として定められて以降，現在に至っている．

標準時が設定されたことにより，太陽の高さに応じて

人々が行動する社会から，時計が示す時刻に応じて行動

がする社会へと変化した．これにより，経度の差にかか

わらず（日出時刻，日没時刻が異なるにもかかわらず），

国内各地，（定時法の）時間帯別にみた生活行動は均質

になったものと考えられる． 

このことを具体的に示すものとして，パーソントリッ

プ調査（以下，PT 調査という）や社会生活基本調査の

データがある． 

始めに，通勤者の通勤目的及び非就業者の私事目的の

トリップ開始時刻・帰宅時刻に関して，静岡都市圏と熊

本都市圏における PT 調査の実施結果を整理し，比較す

ると表-8の通りとなる．6) 7) 

表-8 トリップ開始時刻・帰宅時刻 

 

PT調査が実施された 10月～11月における熊本市の日

出時刻は，静岡市の日出時刻よりもおよそ 30 分程度遅

いにもかかわらず，双方の出勤時刻の平均値はほぼ同じ

値となっている． 

一方で，非就業者の私事目的の帰宅時刻は，就業者の

帰宅時刻と比較すると東西差が大きくなり，興味深い．

これは，私事目的という社会的制約の影響を比較的受け

ない行動に関しては，日出・日没という自然現象が人間

の行動に対してより強く作用するためであると推察され

る． 

次に，平成 23 年社会生活基本調査結果のデータを見

ると，北海道と沖縄における時間帯別の睡眠している者

の割合は，表-9の通りとなる． 

 

表-9  時間帯ごとの睡眠者の割合 

 
起床している生活者の割合が同程度になっている時間

帯を見ると，半数の生活者が起床する時間帯は，双方と

もに 6:30～6:45 となっている．また，8 割の生活者が起

床する時間帯は，北海道で 7:00～7:15，沖縄県で 7:15～7: 

30 となっている．全体的に沖縄県の方が起床時間が遅

い傾向にあるが，起床している生活者の割合が同程度に

なる時間帯は大きく異ならず，15 分～30 分程度範囲に

収まっている．札幌市と那覇市の春分近傍おける日出時

刻が 1時間程度あることと比較すると，両市の生活行動

時間帯の差異が小さいことが分かる． 

一方で，生活者の行動を支える公共施設のサービス提

供開始時刻について地下鉄を例にとって東西比較をして

みる．札幌市と福岡市の市営地下鉄について中心市街地

から郊外方面への始発時刻を見ると表-10 の通りとなる． 

 

 

静岡 熊本 静岡 熊本
就業者・通勤 7:57 8:08 19:00 19:10
非就業者・私事 11:34 11:41 15:50 16:16

トリップ開始時刻
平均値

帰宅時刻
平均値属性・トリップの種別

北海道 沖縄県
4:30〜4:45 92.81 93.45

4:45〜5:00 92.27 93.48

5:00〜5:15 85.67 88.70

5:15〜5:30 84.00 87.82

5:30〜5:45 76.11 82.73

5:45〜6:00 73.63 80.77

6:00〜6:15 57.91 64.01

6:15〜6:30 51.89 58.60

6:30〜6:45 37.23 41.21

6:45〜7:00 33.19 37.70

7:00〜7:15 19.81 22.20

7:15〜7:30 16.62 19.80

7:30〜7:45 11.20 14.83

7:45〜8:00 10.22 14.00

8:00〜8:15 7.12 10.14

8:15〜8:30 6.73 9.76

時間帯
睡眠している⼈の割合［%］
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表-10  地下鉄始発時刻 

 
春分近傍において札幌市の日出時刻は福岡市のそれと

比べ 45 分程度早いにもかかわらず，総じて地下鉄の始

発時刻は札幌市の方が遅い． 

上述より，現代の我が国においては，生活者の行動が

太陽の高さよりも定時法の時刻の影響を強く受けており，

公共施設等におけるサービス開始時刻に関しても日出時

刻等が考慮されていない場合が多いものと考えられる．

特に夏至の近傍の時期において国土の東側に位置する地

域の住民ほど，早朝の明るい時間帯を少なからず睡眠に

充てているものと考えられる． 

観光客の活動に目を転じると，観光における行動は景

勝地における自然や文化的・歴史的建造物の鑑賞，自然

の中で行うスポーツ等の屋外での活動が多く，可照時間

帯がその活動時間帯として中心になる．このような観光

の形態を考えた場合には，早朝の明るい時間帯において，

公共交通が運行されていない，飲食店が営業していない，

観光関連施設が開場していない等の状態は，観光客にス

ケジューリング上の制約を科し，滞在期間において効率

的に観光地を巡ることを妨げている可能性がある． 

 

 

5.  標準時刻と国土の空間的広がりの各国比較 

 

 早朝の明るい時間帯の長さは，標準時刻子午線の設定

経度と国土の空間的な広がりの関係が大きく影響する．

緯度の高さや季節に応じても，日出・日没時刻は異なる

が，年間の平均値は国土と標準時刻子午線の位置関係に

左右される．一日の中で可照時間が占める時間帯を比較

するために，本研究では，国土面積の経度からの距離に

よる 1次モーメント（以下，経度モーメントという）を

算出した．その上で，経度モーメントの各国比較を行っ

た． 

 

(1) 経度モーメントの概要 

地球が完全球体であると仮定し，対象エリアܣの経度

モーメントを以下ሺ1ሻ式の通り定義する．  

 

ܯ   ൌ
∬ ܴ	ሺcos߶ሻߣ஺ ∙ ܴ ݀߶ ∙ ܴ cos߶݀ߣ

∬ ܴଶcos߶ ஺	߶݀ߣ݀
	

   ൌ
∬ ܴ cosଶ ߶ ஺߶݀ߣ݀

∬ cos߶ ஺	߶݀ߣ݀

         ሺ1ሻ
 

 ここで， 

 経度モーメント： ܯ  

  ܴ ：球体半径 

 標準時刻子午線経度からの経度差： ߣ  

  ߶ ：緯度 

 対象エリア： ܣ  

である． 

 
図-1 経度モーメントを算出する際に用いる変数 

（完全球体において極座標系で算出する場合） 

 

 なお，平面座標系の場合，以下ሺ2ሻ式の通りとなる． 

ܯ   ൌ
∬ ሺݔ଴ െ ஺ݕ݀ݔሻ݀ݔ

∬ ஺ݕ݀ݔ݀

        ሺ2ሻ
 

 ここで， 

 ଴：標準時刻子午線経度座標ݔ  

である． 

都市名 駅名 路線名 行先 始発時刻
麻生方面 6:16
真駒内方面 6:11
宮の沢方面 6:09
新さっぽろ方面 6:15
栄町方面 6:12
福住方面 6:13

姪浜方面 5:36

福岡空港方面 5:44
箱崎線 貝塚方面 5:49

天神南 七隈線 橋本方面 6:00

札幌市

福岡市

大通

天神

南北線

東西線

東豊線

空港線

߶

ܣ

ߣ
ܴ

ܮ ൌ ܴ ሺcos߶ሻ · ߣ

ܴ ∆߶

ܴ cos߶∆ߣ

標準時刻⼦午線経度
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図-2 経度モーメントを算出する際に用いる変数 

（平面座標系で算出する場合） 

 

 ここで，面積に乗じる距離に関して，絶対値ではなく

正負を有する値とするのは，標準時刻子午線の東側又は

西側に位置する状態を区別するためである．距離は，対

象区域が標準時刻子午線よりも西側に位置する場合には

正となる． 

 

(2) 経度モーメント算出の対象国 

経度モーメントの算出対象国は米国，フランス，イタ

リア，スペイン，中国および韓国とした． 

 

(3) 経度モーメントの算定方法 

経度モーメント算定にあたり使用した国土地図情報は

Natural Earth website8)を用い，緯線，経線の間隔が正確で

ある多円錐図法を用いて面積計算および距離計算を行っ

た．経度モーメント算出の最小単位は概ね時差の 2分に

相当する経度 0.5度を最小単位として，すなわち約 50km

を最小単位としたメッシュに区分してそのメッシュ内に

含まれる国土面積（陸地部分のみ）とした．また，距離

の算定には各メッシュの中心点座標（緯度経度）と標準

時線の各メッシュの同緯度と経度の差を用いて計算した．

経度モーメントに用いた標準時線から各メッシュの中心

点までの距離は緯度に応じた距離とし，以下のሺ3ሻ式に

より算出した． 

௟௢௡௚௜௧௨ௗ௘ܮ ൌ ݊ ൈ ܽ ൈ
cos߶

ඥ1 െ ݁ଶ sinଶ ߶
     ሺ3ሻ 

ここで，aは赤道半径として 6,378,137m，݊は標準時と

対象メッシュ中心座標の経度差（秒），߶は対象メッシ

ュの中心座標の緯度を示す．また，݁は離心率を示し，

全地球的測地系で用いられている GRS80 準拠楕円体の

扁平率から算定したものであり，݁ 2は 0.006694380 であ

る． 

 

(4) 算出結果と考察 

 日本，米国，中国，フランス，イタリア，スペイン及

び韓国の経度モーメント値を算出結果を表-11に示す． 

表-11 各国の経度モーメント 

 
算出 7 ヶ国の平均値は 905.3[km]となった．我が国の

数値が最も低く-230.1[km]となり，国土が標準時刻子午

線に比して大きく東側に位置していることが分かる．我

が国の多くの地域においては正午以前に太陽が子午線を

通過し，国際的に比較しても可照時間が 1日の前半に偏

っていることになる． 

反対にスペインは 1543.4[km]，中国は 1501.0[km]であ

り，可照時間が 1日の後半に偏っていることになる（我

が国に比べて夕刻が明るい）．  

なお，韓国は全体的に我が国よりも国土が西側に位

置するが，標準時刻子午線は我が国と同じ経度を適用し

ているため，当然のことながら，我が国よりも高い値と

なっている． 

 4 章においても述べたが，公共交通の運行をはじめと

する現代の社会活動は定時法に基づく時刻によって営ま

れている．標準時刻が国土の西側に設定されているとい

うことは，社会活動を可照時間の後方にシフトさせてい

ることになり，日出直後の「明るい時間帯」における行

動を不活発にさせる傾向がある．特に観光は景勝地の訪

問等「明るい時間帯」に多く行われるものであり，標準

時刻が太陽の動きと比べて遅いことは，可照時間が行動

可能な時間帯を狭めることになり，観光客にとってスケ

ジュールを構築する上での大きな制約になる恐れがある． 

 次章では，この点をより具体的に考察するため，上記

7 ヶ国の各都市における，可照時間と観光施設の営業時

間，公共交通機関の運行時間を比較する． 

 

 

6.  各国における観光施設等の営業時間の比較 

 

はじめに，7 ヶ国における 2 月と 8 月の可照時間を比

較すると表-12 の通りとなる．7 ヶ国の中で我が国の都

市の可照時間が一日の前半に偏っていることが分かる．

ݔ

ݕ

ݔ݀
ݕ݀

ܮ ൌ ଴ݔ െ ݔ

଴ݔ

標準時刻⼦午線経度

国名
経度モーメント

[km]
日本 -230.1
米国 363.0
中国 1501.0
フランス -209.3
イタリア 268.2
スペイン 1543.4
韓国 663.7

7ヶ国平均 905.3
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特に 8 月の日没時刻を見ると，東京の 18:45 に対して，

経度モーメント値が 7ヶ国中最大であるスペインのマド

リードは 21:29 と 3 時間程度遅く，差が際立っている．

また，日本の各地の日出時刻は5:00前後であり，他国の

都市と比べ早い．2 月に関しては，全体的に日が短いた

め，都市間の可照時間に大きな差がない． 

続いて，各国における可照時間と観光施設・公共交通

の営業時間を比較する．なお，比較する観光施設につい

ては，主に「明るい時間帯」に訪問し，鑑賞すること等

を前提とするような建築物，庭園等を中心に代表的観光

施設を抽出した．対象国は，日本，スペイン，イタリア

とし，表-13にまとめた． 

東京の明治神宮は，開園時刻を日出・日没時刻にあわ

せて月ごとに設定しているため，可照時間と営業時間が

ほぼ一致している．東京スカイツリーは8:00に営業を開

始し，他の一般的な公共施設と比べると開始時刻が早い

方であるが，8 月においては，日出から 3 時間程度経っ

ていることが分かる．また，公共交通の始発時刻は 5時

前後となっており，日出時間帯に観光施設を営業しても，

遠方からのアクセスはほぼ不可能な状態となっている．

なお，営業終了時刻は日没付近あるいは日没以降に設定

されている場合が多い． 

スペイン，イタリアにおいては，観光施設の営業開始

時刻が日出の 1～2 時間程度後になっていることが分か

る．また，公共交通の運行開始時刻も日出よりも早い時

間帯となっており，早朝の観光を行うための交通インフ

ラが整っているといえる．なお，営業終了時刻は日没 1

～2時間前に設定されている場合が多い． 

以上から，我が国おいては，景勝地や歴史的建造物の

鑑賞等の屋外型観光行動に適する可照時間のうち，早い

時間帯において観光施設が営業されていない場合が他国

と比較して多く，観光客がスケジュールを設定する際の

自由度を低下させる恐れがあることが明らかになった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-12 各国の可照時間（2月／8月） 

 
 

表-13 各国の観光施設等の営業時間 
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7.  早朝観光の意義と早朝観光を推進する上での

課題と対応 

 

 前章において述べたとおり，我が国においては標準時

刻子午線経度が国土の西方に位置するため，他国と比較

すると全体的に日出時間が早く，日出から観光施設の営

業開始時刻までの時間が長くなっている．また，公共交

通の始発時刻も可照時間と比較すると早いとはいえず，

朝方の「明るい時間帯」の移動が困難になっているとい

える．このことは観光客が滞在期間中に屋外型観光を行

う時間を狭めることになり，一定期間内に多くの観光地

の訪問を希望する観光客のスケジューリングの自由度を

低下させたり，一定時間帯に観光客を観光地に集中させ

たりするものと考えられる．さらには，各国が観光客の

誘致に積極的に取り組む中で，我が国の観光関連産業の

国際競争力を低下させる一因にもなるものとも考えられ

る． 

この問題を根本的に解決する方法として，標準時刻の

変更が考えられる．しかしながら，部分的な標準時刻の

変更である「サマータイム」の導入でさえも，長年に渡

り議論が展開される中，導入に伴う社会的・経済的コス

トを懸念する意見もあり，国民全体の合意形成が得られ

ない状況が続いている． 

 より短期的な解決策としては，観光施設の開園時刻を

早めたり，公共交通の始発時刻を繰り上げるたりするこ

とが現実的であろう．近年の訪日外国人旅行者の急増に

伴い一部の観光地においては混雑が顕著になっている．

このような観光地において来客数を分散化することによ

って混雑を緩和するためにも，「可照時間内」において，

観光客が屋外型観光が可能となる朝型観光の推進等の取

組を行うことが重要であると考えられる． 

 朝型観光については，2 章においても京都の事例につ

いて述べたが，一部の観光地において取組が行われてい

る．例えば，金沢市の兼六園は平成 10 年度より早朝時

間帯の無料入園制度を導入している．この取組は，当初， 

県民サービスの充実を目的として実施されたものである

が，結果として急増する観光客の分散化に寄与している． 

 朝型観光は公園の開園時刻の繰り上げ等，観光施設単

独で実施しても一定の効果が得られるものと考えられる

が，より大きな効果を得るためには，公共交通の始発時

刻の繰り上げ等の早朝時間帯における交通ネットワーク

充実やツアーを構築する旅行代理店の協力，朝食を提供

する宿泊業者の協力等観光関連業界全体の取組が必要と

なる． 

 一方で，観光客の流動が朝型にシフトすることにより，

一部の地域においては，通勤・通学者と観光客の流動が

混合し，いっそうの混乱が生じる恐れもある．携帯電話

基地局データやGPSデータ等のビックデータを活用した

交通流動把握等もあわせて行い，地域の実情にあわせた

観光流動の適切な誘導もあわせて検討する必要があるも

のと考えられる． 

 また，日常的な生活を営む（定時法のもとで生活を営

む）一般的な地域住民の居住地域周辺で，観光客が太陽

の高さに応じた行動をとる（不定時法のもとでの行動を

とる）ことにより，活動時間のずれが生じる可能性があ

る．よって，治安対策や騒音対策も状況に応じ検討しな

ければならない． 

 

 

8. まとめと今後の課題 

 

本研究においては，急増する観光客による混雑を緩和

する方法として，早朝へ観光客を分散化することの重要

性を確認するための検討を行った．観光関連業界へのヒ

アリングにおいては，現在までのところ需要の増大に供

給側が順調に対応してきたことから，将来の需要がさら

に増大することに対して，観光業界全体を俯瞰した具体

的な取組の検討が十分になされていないことが明らかに

なった．一方で，我が国の観光産業を地理的・天文学的

な観点から国際比較すると，可照時間帯が午前中に偏っ

ており，早朝の「明るい時間帯」が観光活動に十分に活

用されていないことが明らかになった．このことから，

今後，訪日外国人旅行者が急増することが予想される中

で，既存のインフラを有効に活用しながら混雑を緩和す

る方策として，早朝の「明るい時間帯」に観光客を誘導

する朝型観光を推進する必要性について述べた． 

研究の今後の課題として，「経度モーメント」を算出

する際に，対象エリアの観光入込客数，単位面積あたり

の施設数・経済規模等を考慮し，以下のሺ2′ሻ式のように

算出することが考えられる． 

 

ܯ ൌ
∬ ∑ ௡௡ߙ ௡݂ሺݔ, ଴ݔሻሺݕ െ ஺ݕ݀ݔሻ݀ݔ

∬ ஺ݕ݀ݔ݀

     ሺ2’ሻ
 

ここで， 

  ௡݂ሺݔ, ,ݔሻ： 位置ሺݕ ሻにおける指標݊（人口，GDP等）ݕ

の密度 

 ௡  ：指標݊の重みߙ  

である． 

 

観光は個々人が，日常を忘れ，自己の欲求を追求する

ものである．観光客の満足度を高めるためには，より旅

行者が社会的制約から解放され，自然現象や生理現象に

なじむようなサービスを提供することが重要であると考

える次第である． 
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